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要旨： 

【目的】指導者を対象に看護学実習でのかかわりで、相互作用で学生の学びの意欲が高まる様

相を明らかにする。 

【方法】4年制の看護系大学の実習指導経験年数が 3年以上ある看護師 8名を対象にインタビュ

ーをし、修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いて分析を行った。 

【結果】看護学実習における指導者との相互作用で学生の学びの意欲が高まる様相は、7 カテゴ

リーと 1概念で構成されていた。その中で、2つのカテゴリーが学習意欲に大きな影響をあたえ、1

つは学生の能力を認識する肯定的なフィードバックであり、もう 1 つは学生とその看護を尊重する

ことであった。 

【結論】様相の中心である 2つのコアカテゴリーの概念を、具体的な方略として学生の状況にあわ

せて意図的に使用することで、看護学実習における指導者との相互作用で学生の学びの意欲が

高まる教授方略となる。 
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1. 緒 言

看護を初学として学ぶ看護学生（以下、

学生）にとって、臨床現場で体験的に履修

する看護学実習（以下、実習）は、困難を

感じる状況が生じやすく、1989年から 1999

年の 10年間の看護学教育研究 2090件につ

いて、対象者の 70.2%が看護学生であり、

それらの研究内容として実習における学生

の不安・ストレスに関する実態調査が多い

ことを指摘している 1）。また、2000年から

2022 年に発表された、医学中央雑誌 WEB

の検索キーワード「看護学実習」の 5264

件中、学生を対象とした文献は 4125件であ

り、学生の不安やストレスを検討したもの

は 501件、それらを教授活動に活かすため

の視点を示したものが 475件みられ、近年

も大きな変化はない状況であることが推察

される（2022年 4月検索時）。

実習指導者（以下、指導者）や看護学教

員（以下、教員）は、このような実習の指

導に関して、何が良い指導となるのかを模

索し続けている。安酸は、看護学実習にお

ける教育内容の問題、教育方法の問題、教
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室での講義あるいは演習との関連性、「現

場」という流動的で複雑な現実的要素が絡

んでいる‘場’の問題、実習指導者の資質の

問題など、看護教育学的視点で研究し解明

する必要のある問題が山積している 2）と述

べている。このため、看護学実習指導の動

向を検討する目的で、医学中央雑誌 WEB

の検索キーワード「看護学実習指導」で原

著論文、近年 10 年間で文献を検索すると、

36 文献であった。そのほとんどが、特定の

領域実習の評価・実践の方法や、学生の記

録から効果を検証するものなどであった。

この中で指導方法の検討は、学生への学習

効果につながる因子の検討も 4 件みられ 3₋

6）、学生の思考の育成に必要な知識や学習

体験の支援と、それを踏まえた指導者・教

員（以下、指導側）の方法を明らかにする

ことが求められている傾向が示唆された。

また、指導側の行動や経験の評価指標など

の研究も 3 件みられた 7₋9）。しかし実践活

用においては、多くの評価項目を目安にし

ながら、流動性のある状況由来の実習で患

者の変化・学生の変化を捉えてタイムリー

に指導に活用することは容易でないことが

予測される。これらの状況から、不安・ス

トレスが生じて学生の意欲が減退しやすい

実習で、学習意欲を高め学生自ら学習へ向

かう何らかの教授方略が重要であると考え

た。

実習における指導側の看護教育を行う実

践能力は、常に研鑽されているが、研鑽を

してもなお個人差が大きいため、実習指導

に関する教授方略や学生の学習効果につな

がる検討の研究もされている 10₋11）。このこ

とより、学生の思考の育成や学習体験の支

援も包含した、学習効果につながる教授方

略を明らかにすることが重要であると考え

る。

学生が学びの意欲が高まる教授方略を検

討するにあたり、相互作用が生じやすい状

況について、まず学生の要因を明らかにし

てから、同じ現象を双方の立場から解明す

ることが重要であると考えた。このため、

第一報として学生対象の研究で概念を導い

た 12）。この研究では、実習における指導側

と学生との相互作用の先行研究は、指導側

からみた相互作用の教育的効果を報告した

1 文献があったが、学生からみた指導側と

の相互作用について検討した研究はみられ

なかった。また、現在の実習における指導

側と学生との相互作用の先行研究は、オン

ライン実習のオンライン上で形成された教

員と学生との相互作用が 1 文献あるが、指

導に関して相互作用に注目したものではな

かった。

相互作用とは、シンボリック相互作用論

によれば、「個人が相互作用のパートナーの

行為の反応として自らの行為を変化させる

ことや、状況に意味を持たせ、他者が意味

しているものを解釈し、それに応じて反応

する一連の事象」13)であるとされている。

これは、実習においては、「指導側が示す行

為に対して、学生がそれに反応し自らの行

為を変化させる、また指導側の意味してい

るものを解釈して、それに応じた反応を示

す」という相互作用の詳細と、「それらの影

響で学生がどのように学びの意欲を高める

のか」12)を明らかにすることが、学生の学

びの意欲を高める相互作用であると考えた。

概念に関する研究動向は、概念を分析す

ることは厳密性において重要だが、探求・

明確化の研究に留まり概念を発展させた研
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究が少ない状況であるとされている 14)。多

様な現象を表す概念は、理論の一構成要素

であり、生みだされた概念の精度を確認す

るような研究が、それに関する知識体系が

確かなものであるかを確認するために重要

であるとされている 1）。このため、学生を

対象とした研究 12）の後に概念分析の研究

16）を行った。この研究では、中心とする概

念「認める・丁寧・対話」に関する指導者・

教員の教授方略の先行研究をロジャーズの

概念分析法を参考にして分析を行い、学生

の学びの意欲が高まる可能性がある指導方

法の示唆を導いた。教授方略の示唆は 3点

あり、①「頑張りや成長・行動や変化・で

きたこと」を認める何らかのサインを、意

図的に学生の刺激となるように表出できて

いるか②指導者以外の看護師も協力的にな

る調整と、自己教育力促進に影響する丁寧

な関りができているか③指導側が対話を用

いて学生の実習体験を把握し、学生ととも

に体験を意味づけるためのリフレクション

を行うことができているかであった。その

内容を本研究で用いることは、同じ現象に

おいて確かな概念を導くための信頼性・妥

当性を担保しようとする概念探求の構造 1）

であり、看護学研究分野では新たな挑戦と

なりうる新規性であると考える。

また、実習の効果的な学びを学生と指導

者の「相互作用」に着目した点がオリジナ

リティであり、実習指導方法の発展に寄与

する研究であると考える。

以上より、指導者を対象に、看護学実習

における指導者と学生の相互作用で学びの

意欲が高まることの検討をし、教授方略の

示唆を得ることを目的とした。

2. 方法

(1)研究デザイン

質的帰納的研究

(2)研究対象者

4 年制の看護系大学の学生の実習指導経

験年数が 3年以上ある看護師 8名を対象と

した。3 年目以上の看護師を対象とした理

由は、Bennerの看護者の成長プロセスによ

ると、一人前看護師の能力は、「似たような

状況の中で 2～3 年働いたことのある看護

師の典型」と定義しており 15）、そのように

設定した。

(3)データ収集期間

2020年 8月～2020年 10月：倫理審査な

どの事前準備の期間があり、対象者の研究

協力が業務との兼ね合いで負担でない状況

を考慮した日時で行われた。

(4)データ収集方法

インタビューガイドに基づき、半構造化

面接にてデータ収集を行った。インタビュ

ーガイドは、筆者らの先行研究にて看護学

生を対象におこなった研究結果 12）と、概

念分析の結果 16）から明らかにした内容を

基に作成した。2 つの研究結果の概念は、

どのような状況の時のどのような内容が影

響したのかを含めて明らかにされているた

め、インタビューにおいて語られる具体的

なエピソードで、類似した状況と内容に関

して、指導時の助言・行動の根拠・判断理

由などを掘り下げて質問をし、豊かなデー

タを引き出すような聴取方法を事前に検討

してから実施された。

インタビューガイドの主となる内容は、

看護学生のインタビューで指導側との相互

作用で学びの意欲が高まる内容としてあげ
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られた、頑張りや成長を認めることや、共

感的な助言や的確な助言、丁寧な関りや対

話を用いた実習体験の把握などであった。

(5)分析方法

本研究は「どのような状況の、どのよう

な指導者の判断が相互作用で学生の学びの

意欲に影響するのか」という分析テーマの

範囲を設定し、データを切片化せず重ねて

継続比較検討をすることで、文脈を包含す

る概念を創出したいと考えたため、修正版

グラウンデッド・セオリー・アプローチ

（M-GTA）を用いた分析が適切であると考

えた 17₋18）。

分析焦点者は「4 年制の看護系大学の学

生の実習指導経験年数が 3 年以上ある看護

師」とし、分析テーマを「実習において指

導者（自分）のかかわりにより相互作用で

学生の学びの意欲が高まること」とした 17

₋18）。分析テーマの範囲は、第一報の研究 12）

を参考に、「指導者（自分）のかかわり」は、

助言などの言語的コミュニケーションのみ

でなく、モデルとなる行動や学生以外の人

的・物質的環境調整も包含した内容として

定義をし、「相互作用」は、相互作用の相手

の行為の反応として自らの行為を変化させ

ること、また状況に考慮し相手の意味して

いるものを解釈し、それに応じて反応する

こととして定義をした。そして、学生の「学

びの意欲」は、臨地における様々な影響を

受けて何らかの動機づけがされ、学習への

意識が高まり積極的に行動するまでの、自

己効力感を一要素とした意欲として定義を

した。

質的研究の分析の信頼性・妥当性は、「デ

ータの分析方法を厳密に示し、説の根拠と

なるデータを適切に示すことにより、論の

妥当性と信頼性を得ようとしていることで

ある」と考え、以下にデータの分析方法を

厳密に示し、説の根拠となるデータを結果

に適切に示す構成とした。

分析は、M-GTA の分析手順にそって、以

下の手順で行った。

1）分析焦点者とテーマに関連する箇所に

着目して抽出したデータ（具体例）を、

切片化せず分析ワークシートに記入し

た。その他の類似例も同様に分析ワー

クシートに記入し、他の類似例も説明

できる定義を考え概念を生成した。学

生の意欲を高める指導者のかかわりと

して、すぐには効果的だと判断できな

くても、その後の他者からの情報や指

導経験から、学習効果や実践力育成効

果を感じたと語られた具体例を抽出し

て分析をした。

2）データの偏りは、 つ つの具体例と分

析焦点者とテーマとの関連を比較しな

がら検討を行い、文脈上すぐには効果

的だと判断できない場合は類似例のデ

ータも包含したうえで、データの持つ

本質を熟慮して検討を重ね信頼性を担

保する分析を心がけた。また、その結

果を次のインタビューのデータ収集に

反映させて、確実性の高いデータ収集

を心がけた。

3）分析テーマと具体例の継続比較分析を

し、それに沿って定義や概念を変化さ

せながら、理論的飽和化となった時点

での定義を概念化した。飽和化の目安

は、具体例の継続比較分析を続けても、

これ以上、定義や概念の変化がないと

判断した時点とした。

4）各概念を比較し、単独で影響のある概
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念であるのか、またはカテゴリーを生

成した方が良いのかを、再び概念の具

体例に沿って忠実に検討し、結果図を

作成して結果をまとめた。

以上のように、分析テーマ・分析テーマ

の範囲・分析テーマの範囲の文脈に関する

用語の定義などを厳密に設定し、分析方法

を示すことで分析の信頼性を担保し、結果

に根拠となるデータを適切に示すことによ

り、妥当性を担保する。

(6)倫理的配慮

本研究は、実習指導において特定の経験

をインタビューする特性上、経験を考慮し

て対象施設より推薦していただく必要があ

るが、対象施設から対象者を推薦していた

だくにあたり、実習経験の多い指導経験の

豊富な看護師を各病棟から複数人選択して

いただき、研究目的や方法を提示し、強制

力が働かない立場の方が内諾をとり、研究

目的や個人情報保護の体制などを示し同意

書をとった。同意書の内容として、研究へ

の参加は協力者の自由意思によるもので、

参加を拒否・撤回しても協力者が不利な扱

いを受けることは一切ない事を約束した。

本研究を行うにあたって、研究協力の承

認を得た看護学実習指導に関係する大学と

病院を対象として（対象大学１施設・対象

病院 2施設中の 1施設）、倫理審査を受け、

研究実施の承認を得た（了徳寺大学倫理審

査承認番号：1928；東京臨海病院倫理審査

承認番号：158）。個人情報保護の体制は、

研究協力の呼びかけから参加の有無を特定

されないように、研究対象者情報を保護し

ながら行った。また、実施場所の個室環境

の配慮やデータ内容の匿名化の徹底や、途

中で辞退できるような体制であることも事

前に同意書内に明記し説明をした。インタ

ビューは、研究承諾を得られた協力者の時

間的都合でインタビューが行われ、対象者

のインタビュー内容の継続比較分析を行い

ながら影響が大きい内容を、次のインタビ

ューに活かす際は、個人情報に留意した内

容で行った。

結果は、学会誌・学術誌等で公にするこ

と、ICレコーダー・電子データ・匿名化さ

れた紙のデータは別々にされ、施錠のもと

保管されることも説明された。

3. 結果

(1)対象者とインタビュー時間

対象者は 8名の看護師であり、共通する

背景は、看護系大学の実習指導経験が 3年

以上であった（表１参照）。そして対象者

表 対象者の背景

対象者 年代 実習指導歴 教育・指導資格 

A 40代 ～ 年 実習指導者講習会修了

B 30代 ～ 年 実習指導者講習会修了

C 40代 年以上 実習指導者講習会修了

D 30代 ～ 年 実習指導者講習会修了

E 30代 ～ 年 実習指導者講習会修了

F 30代 ～ 年 実習指導者講習会修了

G 50代 年以上 実習指導者講習会修了

H 40代 ～ 年 実習指導者講習会修了

8



鈴木由紀子ほか 看護学実習における指導者との相互作用 湘南鎌倉医療ジャーナル 2巻 1号

8 名すべてが、厚生労働省の「特定分野に

おける保健師助産師看護師実習指導者講習

会実施要綱」に基づき地方厚生局もしくは

都道府県が主催で行われる、実習指導者講

習会の修了者であった。インタビュー時間

は 30～45分であった。具体例の継続比較分

析を続けても、これ以上、定義や概念の変

化がないと理論的飽和化の判断をした時点

が 8名であった。

(2)概念とカテゴリーの構成

以下の【 】は、カテゴリーを示す。

看護学実習で指導者との相互作用で学生

の学びの意欲が高まる様相は、7 カテゴリ

ーと 1概念（カテゴリーの中の概念もあわ

せ 28の概念）で構成され、「指導者が効果

的だと感じたかかわりは何で、それによる

相互作用の効果で学生がどのような反応を

示すのか」という概念が多い状況であった。

2つのカテゴリーが中心であり、【学生の看

護を尊重し認める】は 3つの概念で構成さ

れ、【学生の能力を認めてフィードバックす

る】は 6つの概念で構成されていた。この

2 つのカテゴリーは、相互作用で学生の学

びの意欲が最も高まる影響を示すカテゴリ

ー層であり、2 つのカテゴリー間は相互作

用のある具体例が多い結果であった。

また、中心カテゴリー（以下、コアカテ

ゴリー）が極まると到達する概念が 1つあ

り、指導者自身が学生との相互作用を楽し

み学ぶと感じることで、コアカテゴリーの

内容をさらに高めたいと指導者自身の意欲

が高まる相互作用を示す内容となっていた。

そして、学生の学びの意欲を高めようと

する、最初の相互作用性のあるかかわりと

して 3カテゴリーあり、10概念で構成され

ていた。このカテゴリー層は、学びの意欲

を高めようとする最初のかかわりの影響を

示し、具体的なかかわりや方法により比較

的すぐに効果や変化がある内容を示すもの

であった。3 つのカテゴリー間は相互作用

のある具体例が多い結果であった。

更に意欲を高めてコアカテゴリーにつな

がるかかわりのカテゴリー層は、2 カテゴ

リーあり、8 概念で構成されていた。この

カテゴリー層は、比較的に時間をかけて繰

り返しながら相互作用の効果があらわれる

内容や、連携や調整により徐々に相互作用

の効果が発揮され、コアカテゴリーに次い

で相互作用で学生の学びの意欲が高まる影

響を示す内容となっていた。2 つのカテゴ

リー間は相互作用のある具体例が多い結果

であった（表 2参照）。

(3)ストーリーライン

以下の内容は、表2および図1と同様に、

≪ ≫概念、【 】カテゴリーを示す。

看護学実習で指導者との相互作用で学生

の学びの意欲が高まる様相の中心は、【学生

の能力を認めてフィードバックする】と【学

生の看護を尊重し認める】であった。この

2 つは、学生との相互作用が高まり≪学生

と共に 1人の患者と深くかかわることを楽

しみ学生から学ぶと感じる≫に到達してい

た。

指導者は実習で【看護はチームで行う事

をグループ内で実践できるようにかかわ

る】や【看護に必要な課題を明確にして具

体的な方法で導く】や【指導経験に基づく

指導法で導く】ことで、学生の学びの意欲

を高めようとしていた。そして、【学生に看

護師として必要な能力を継続的に育む】や

【教員や指導者以外の看護師など皆で育て

る気持ちで連携する】ことで、さらに学生

9
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表
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
や
概
念
の
特
性
・
概
念
の
一
覧
表

カ
テ
ゴ
リ
ー

カ
テ
ゴ
リ
ー
や
概
念
の
特
性

概
念

 

コ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
相
互
作
用
で
指
導
者
自
身
の

意
欲
が
高
ま
る
概
念

≪
学
生
と
共
に

人
の
患
者
と
深
く
か
か
わ
る
こ
と
を
楽
し
み
学
生
か
ら
学
ぶ
と
感
じ
る
≫

【
学
生
の
看
護
を
尊
重
し
認
め
る
】

指
導
者
と
の
相
互
作
用
で
看
護
学
生
の
学
び
の
意
欲
が

高
ま
る
影
響
が
最
も
高
い
コ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
層

≪
学
生
の
看
護
を
病
棟
で
継
続
し
た
こ
と
を
伝
え
て
、
意
欲
的
に
な
る
≫

≪
学
生
ら
し
い
看
護
を
大
切
に
し
て
計
画
を
支
援
す
る
と
、
肯
定
的
に
な
る
≫

≪
指
導
し
た
内
容
が
記
録
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
考
が
つ
な
が
り
、
意
欲
が
わ
く
≫

【
学
生
の
能
力
を
認
め
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
】

≪
患
者
か
ら
聞
い
た
良
い
意
見
を
学
生
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
、
喜
び
意
欲
が
わ
く
≫

≪
ケ
ア
に
必
死
な
学
生
の
か
わ
り
に
患
者
の
反
応
を
伝
え
る
と
、
喜
び
意
欲
が
わ
く
≫

≪
学
生
の
看
護
の
効
果
を
カ
ル
テ
に
記
載
す
る
と
、
認
め
ら
れ
た
と
感
じ
て
意
欲
が
わ
く
≫

≪
学
生
の
視
点
だ
か
ら
気
づ
い
た
点
を
率
直
に
伝
え
る
と
、
学
生
の
自
信
に
つ
な
が
る
≫

≪
学
生
へ
伝
え
る
情
報
や
伝
え
方
を
意
識
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
、
意
欲
が
わ
く
≫

≪
学
生
と
共
に
ケ
ア
し
て
上
手
く
い
っ
た
所
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
、
後
で
活
き
る
≫

【
学
生
に
看
護
師
と
し
て
必
要
な
能
力
を
継
続
的
に

育
む
】

更
に
意
欲
を
高
め
て
中
心
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
な
が
る

か
か
わ
り
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
層

≪
学
生
自
身
で
学
び
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
学
習
方
法
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
導
く
≫

≪
ケ
ア
時
の
患
者
の
表
情
を
質
問
す
る
こ
と
で
患
者
の
反
応
を
み
る
大
切
さ
を
知
る
≫

≪
患
者
に
影
響
す
る
内
容
で
何
の
勉
強
が
必
要
か
わ
か
る
よ
う
に
導
き
、
気
づ
く
≫

≪
患
者
の
望
む
支
援
を
相
手
か
ら
引
き
出
す
こ
と
の
重
要
性
を
示
唆
し
、
気
づ
く
≫

【
教
員
や
指
導
者
以
外
の
看
護
師
な
ど
皆
で
育
て
る

気
持
ち
で
連
携
す
る
】

≪
指
導
者
が
介
入
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
患
者
主
体
で
考
え
連
携
を
学
び
取
れ
る
よ
う
に
な
る
≫

≪
学
生
の
個
別
性
を
考
え
て
か
か
わ
る
に
は
、
教
員
と
指
導
者
の
連
携
が
重
要
だ
と
思
う
≫

≪
学
生
は
ナ
ー
ス
を
よ
く
見
て
い
る
為
、
直
接
で
な
く
て
も
携
わ
り
、
皆
で
育
て
て
い
る
≫

≪
実
習
前
に
学
習
目
標
や
レ
デ
ィ
ネ
ス
を
看
護
師
に
周
知
す
る
調
整
で
、
近
づ
き
や
す
く
な
る
≫

【
看
護
は
チ
ー
ム
で
行
う
事
を
グ
ル
ー
プ
内
で
実
践

で
き
る
よ
う
に
か
か
わ
る
】

学
び
の
意
欲
を
高
め
よ
う
と
す
る
最
初
の
か
か
わ
り
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
層

≪
看
護
は
チ
ー
ム
で
行
う
事
を
学
べ
る
よ
う
に
か
か
わ
り
、
学
生
同
士
で
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
る
≫

≪
居
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
学
生
同
士
で
学
び
が
深
ま
る
≫

≪
学
生
の
個
性
を
考
え
て
か
か
わ
り
、
グ
ル
ー
プ
の
雰
囲
気
が
活
気
づ
く
≫

【
看
護
に
必
要
な
課
題
を
明
確
に
し
て
具
体
的
な

方
法
で
導
く
】

≪
学
生
の
知
識
と
思
考
を
刺
激
す
る
質
問
で
、
考
え
る
≫

≪
少
し
先
の
看
護
を
意
識
さ
せ
る
助
言
で
、
気
づ
く
≫

≪
学
生
の
不
足
に
対
し
て
指
導
者
の
看
護
体
験
を
語
り
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
≫

≪
ケ
ア
の
模
範
を
示
し
、
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
≫

【
指
導
経
験
に
基
づ
く
指
導
法
で
導
く
】

≪
態
度
が
気
に
な
る
学
生
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
注
意
し
、
行
動
変
化
の
効
果
が
あ
る
≫

≪
最
初
は
指
摘
せ
ず
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
状
況
づ
く
り
に
努
め
る
と
、
積
極
的
に
な
る
≫

≪
学
生
の
気
に
な
る
行
動
・
言
動
も
仲
間
の
前
で
言
わ
な
い
配
慮
で
、
萎
縮
し
な
い
≫
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≪
学
生
と
共
に

人
の
患
者
と
深
く
か
か
わ
る
こ
と
を
楽
し
み
学
生
か
ら
学
ぶ
と
感
じ
る
≫

≪
学
生
の
看
護
を
病
棟
で
継
続
し
た
こ
と
を
伝
え
て
、
意
欲
的
に
な
る
≫

≪
学
生
ら
し
い
看
護
を
大
切
に
し
て
計
画
を
支
援
す
る
と
、
肯
定
的
に
な
る
≫

≪
指
導
し
た
内
容
が
記
録
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
考
が
つ
な
が
り
、
意
欲
が
わ
く
≫

≪
患
者
か
ら
聞
い
た
良
い
意
見
を
学
生
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
、
喜
び
意
欲
が
わ
く
≫

≪
ケ
ア
に
必
死
な
学
生
の
か
わ
り
に
患
者
の
反
応
を
伝
え
る
と
、
喜
び
意
欲
が
わ
く
≫

≪
学
生
の
看
護
の
効
果
を
カ
ル
テ
に
記
載
す
る
と
、
認
め
ら
れ
た
と
感
じ
て
意
欲
が
わ
く
≫

≪
学
生
の
視
点
だ
か
ら
気
づ
い
た
点
を
率
直
に
伝
え
る
と
、
学
生
の
自
信
に
つ
な
が
る
≫

≪
学
生
へ
伝
え
る
情
報
や
伝
え
方
を
意
識
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
、
意
欲
が
わ
く
≫

≪
学
生
と
共
に
ケ
ア
し
て
上
手
く
い
っ
た
所
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
、
後
で
活
き
る
≫

≪
学
生
の
知
識
と
思
考
を
刺
激
す
る
質
問
で
、
考
え
る
≫

≪
少
し
先
の
看
護
を
意
識
さ
せ
る
助
言
で
、
気
づ
く
≫

≪
学
生
の
不
足
に
対
し
て
指
導
者
の
看
護
体
験
を
語
り
、
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
≫

≪
ケ
ア
の
模
範
を
示
し
、
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
≫

≪
看
護
は
チ
ー
ム
で
行
う
事
を
学
べ
る
よ
う
に
か
か
わ
り
、学
生
同
士
で
体

験
で
き
る
よ
う
に
な
る
≫

≪
居
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
学
生
同
士
で
学
び
が
深
ま
る
≫

≪
学
生
の
個
性
を
考
え
て
か
か
わ
り
、グ
ル
ー
プ
の
雰
囲
気
が
活
気
づ
く
≫

≪
学
生
自
身
で
学
び
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
学
習
方
法
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
導
く
≫

≪
ケ
ア
時
の
患
者
の
表
情
を
質
問
す
る
こ
と
で
患
者
の
反
応
を
み
る
大
切
さ
を
知
る
≫

≪
患
者
に
影
響
す
る
内
容
で
何
の
勉
強
が
必
要
か
わ
か
る
よ
う
に
導
き
、
気
づ
く
≫

≪
患
者
の
望
む
支
援
を
相
手
か
ら
引
き
出
す
こ
と
の
重
要
性
を
示
唆
し
、
気
づ
く
≫

【看
護
に
必
要
な
課
題
を
明
確
に
し
て
具
体
的
な
方
法
で
導
く
】

≪
態
度
が
気
に
な
る
学
生
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
注
意

し
、
行
動
変
化
の
効
果
が
あ
る
≫

≪
最
初
は
指
摘
せ
ず
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
状
況
づ

く
り
に
努
め
る
と
、
積
極
的
に
な
る
≫

≪
学
生
の
気
に
な
る
行
動
・
言
動
も
仲
間
の
前
で

言
わ
な
い
配
慮
で
、
萎
縮
し
な
い
≫

【看
護
は
チ
ー
ム
で
行
う
事
を
グ
ル
ー
プ
内
で
実
践
で
き
る
よ
う
に
か
か
わ
る
】

【学
生
に
看
護
師
と
し
て
必
要
な
能
力
を
継
続
的
に
育
む
】

≪
指
導
者
が
介
入
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
患
者
主
体
で
考
え
連
携
を
学
び
取
れ
る
よ
う
に
な
る
≫

≪
学
生
の
個
別
性
を
考
え
て
か
か
わ
る
に
は
、
教
員
と
指
導
者
の
連
携
が
重
要
だ
と
思
う
≫

≪
学
生
は
ナ
ー
ス
を
よ
く
見
て
い
る
為
、
直
接
で
な
く
て
も
携
わ
り
、
皆
で
育
て
て
い
る
≫

≪
実
習
前
に
学
習
目
標
や
レ
デ
ィ
ネ
ス
を
看
護
師
に
周
知
す
る
調
整
で
、
近
づ
き
や
す
く
な
る
≫

【教
員
や
指
導
者
以
外
の
看
護
師
な
ど
皆
で
育
て
る
気
持
ち
で
連
携
す
る
】

【学
生
の
能
力
を
認
め
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
】

【学
生
の
看
護
を
尊
重
し
認
め
る
】

【指
導
経
験
に
基
づ
く
指
導
法
で
導
く
】
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の意欲が高まるように指導しており、学生

の学びの意欲が高まる中心の【学生の看護

を尊重し認める】と【学生の能力を認めて

フィードバックする】につながる内容であ

った。

この【学生の看護を尊重し認める】は、

≪学生の看護を病棟で継続したことを伝え

て意欲的になる≫と≪学生らしい看護を大

切にして計画を支援すると、肯定的になる

≫と≪指導した内容が記録に反映されてい

ると思考がつながり、意欲がわく≫で、指

導者と看護学生との相互作用で学びの意欲

が高まる内容であった。

また、【学生の能力を認めてフィードバッ

クする】は、≪患者から聞いた良い意見を

学生にフィードバックすると、喜び意欲が

わく≫、≪ケアに必死な学生のかわりに患

者の反応を伝えると、喜び意欲がわく≫、

≪学生の看護の効果をカルテに記載すると、

認められたと感じて意欲がわく≫、≪学生

の視点だから気づいた点を率直に伝えると

学生の自信につながる≫、≪学生へ伝える

情報や伝え方を意識してフィードバックす

ると、意欲がわく≫、≪学生と共にケアし

て上手くいった所をフィードバックすると、

後で活きる≫で、指導者と看護学生との相

互作用で学びの意欲が高まる内容であった

（図 1参照）。

(4)コアカテゴリーと概念の特性

指導者のかかわりが相互作用となり看護

学生の学びの意欲が高まる様相には、2 つ

のコアカテゴリーとその概念が大きく影響

していた。このため、コアカテゴリー2 つ

とその概念を説明する。コアカテゴリーを

構成する概念は、主要な具体例（生データ）

を〝ゴシック体″で、分析にあたって注目

した箇所を波線で表記し、それらを用いて

どのように分析し解釈したのかを記述する。

語りの末尾の（ ）内のアルファベットは、

研究対象者を示す。また、以下の内容は、

≪ ≫概念、【 】カテゴリーを示す。

1）コアカテゴリー【学生の看護を尊重し認

める】を構成する概念

≪学生の看護を病棟で継続したことを伝え

て、意欲的になる≫

・学生が立てたケアプランが、病棟で継続

したい内容なので、実際の看護計画に盛り

込んでもらったことがあって・・・。それ

は、学生が凄く喜んだし、自分が考えたこ

とを病棟が取り入れてくれて、日勤も夜勤

も継続できたので、患者が良くなって満足

したんですよね。それを学生さんに伝える

と、本当に喜んで、実習後にその学生の学

習姿勢が良い方向に変化したって教員から

聞いて・・。病棟の皆に認められたって感

じたんだろうなって思いましたね。(B)

学生が立てたプランを実際の看護計画に

盛り込んで、病棟看護師と共に看護を継続す

ると、患者への満足感につながり、学生の学

習姿勢が良い方向に変化するような意欲が

高まる内容を示す概念であった。

≪学生らしい看護を大切にして計画を支援

すると、肯定的になる≫

・学生の時にしかできない看護というか、

時間がないとできないような清潔ケアとか

をできるだけ支援したいと思っています。

学生さんも、日頃丁寧にできてない自分の

看護計画を行えて嬉しそうというか・・・。

喜んでいる患者さんをみて学生さんが嬉し

そうな場面をよく見かけますので・・・。

(F)

指導者は、ゆっくり時間がある時にしかで

湘南鎌倉医療ジャーナル 2巻 1号
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きないような、学生の時ならではの看護を大

切にすることで、学生の反応が肯定的である

事が多い内容を示す概念であった。

≪指導した内容が記録に反映されていると

思考がつながり、意欲がわく≫

・学生の学習成果を感じる時は、最初は関

連図に出ていなかった実際の患者の症状が

出てきた時に、学生の思考がつながったと

感じますね。(G)

・行動計画に対象者の様子や状況の変化に

あった内容が計画されていると、今までの

指導が活かされて、患者の個別性がわかっ

てきたと感じます。そういう時は、学生さ

んも意欲があるように感じますね。(F)

この概念は指導者が、学生の書いた受け持

ち患者の関連図の表現に実際の患者の症状

が出ている時や、患者の様子や状況の変化に

あった内容が計画されている時に、学生の思

考がつながったと感じ、個別性がわかってき

たと思い、学生の学びの意欲が高まっている

と感じる概念であった。

2）コアカテゴリー【学生の能力を認めてフ

ィードバックする】を構成する概念

≪患者から聞いた良い意見を学生にフィー

ドバックすると、喜び意欲がわく≫

・患者さんを受け持っているとき、私は必ず

患者さんの所に行って、今日学生さんとど

うだったのか聞くようにしています。良い

ことを言う患者さんと、悪いことを言う患

者さんといましたね。良いことを言われた

時は、必ず学生さんに返していましたね。

(B) 
・たまに、受け持ち患者さんが学生の帰った

後に、その日の受け持ち看護師や私に「学

生さんが帰ってさみしい」とか、昼間のケ

アで良かった内容を話すことがあります。

そういう時は、学生さんに必ず伝えるよう

にしていますね。(F) 
・実習の時に、受け持ち患者さんから、学生

に対する良い感想や反応があった時は、そ

れを伝えて褒めますね。そうすると、学生

さんは非常に意欲的になると感じますね。

(G) 
この概念は、受け持ち患者から学生に関す

る肯定的な意見や感想を、意図的に学生に伝

えると、学生の学びの意欲が高まると感じる

概念であった。

 ≪ケアに必死な学生のかわりに患者の反
応を伝えると、喜び意欲がわく≫

・ケアに一緒に入ったときは、学生さんは足

浴でも清拭でも何でもケアに一生懸命に

なっているので、こちらから患者さんに話

しかけて「気持ちよさそうですね」とか「ど

うですか」とか「ここは大丈夫ですか」と

か話しかけたり、患者さんの反応を伝える

ような関わりを意識しています。患者さん

の反応が良いと学生さんも嬉しそうです

よね。(B) 
この概念は、受け持ち患者のケアに必死で、

患者の反応を見ていないことが多い学生に、

指導者が患者に話しかけてケアの感想を聞

き、患者の表情や反応が良いことを学生に伝

えると、学びの意欲が高まると感じる概念で

あった。

≪学生の看護の効果や患者情報をカルテに

記載すると、認められたと感じて意欲がわ

く≫

・学生の話をしている事を、部屋持ちの看護

師が S情報で書いたんですよ。学生が帰っ

てさみしい様子だったとか書いてあるん

です。それを、翌日に学生が見た時、実際

に効果があるから患者も言っていると思

13
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うので、そういう事は嬉しいのかなって思

います。(B)

・患者との関係性は学生の方が看護師より

深くなる事が多いと思うので、私達の知

らない情報を知っている事があります。

そんな時は、患者さんの情報を教えても

らって「凄いね」って褒めます。(C)
・学生から聞いた情報として、部屋持ちの

看護師が電子カルテに記入した時は、す

ごい喜んでいましたね。(E)

・私たちの知らない情報を患者さんから聞い

て、報告の時に教えてくれる事があるんで

すけど、それを部屋持ちに話して看護につ

なげて、電子カルテに書かせてもらう事が

あります。そういう時は、学生さんも嬉し

そうにしていると感じますね。(H) 
この概念は、受け持ち患者から看護師が聞

いた学生に関する肯定的な意見や、学生から

聞いた看護師の知らない患者の情報をカル

テに書いて、学生がそれをみつけた時に、学

生は認められたと感じて意欲がわくと感じ

る概念であった。

≪学生の視点だから気づいた点を率直に伝

えると、学生の自信につながる≫

・学生の視点だから出た内容は、すごいっ

て学生に言うようにしています。気づか

なかった点は「気づかなかったわ」って

返しています。そうすると、指導者にわ

からなかった視点まで考えられたなって、

学生さんの反応が嬉しそうになる事があ

ります。(E)

・関連図やアセスメントは一番自信がない

ところなので、やりこむだけやりこんで

きちゃう学生もいるから、そういう状況

で、看護師も気づいてない内容で、学生

ならではの視点だと言われると自信にな

ったと伝えてくれた学生がいましたね。

(G) 
この概念は、受け持ち患者の関連図やアセ

スメント、または看護に関して学生の視点だ

から気づいた点を率直に伝えると、学生の自

信につながり意欲がわくと感じる概念であ

った。

≪学生へ伝える情報や伝え方を意識してフ

ィードバックすると、意欲がわく≫

・私はカンファレンスで名前を言うように

意識しています。「Aさんの意見は・・」
とか、学生さん・・じゃなくて、誰の話

しだとわかるように学生の名前の固有名

詞を意識して伝えています。そうすると、

私の話なんだ・・って思ってくれる反応

になります。(A)
・カンファレンスでは、できるだけカルテ

にのっていない最新の情報を言うように

しています。その後、必死でメモをとっ

ているので患者さんの新しい情報が刺激

になって、意欲がわくのかな・・と感じ

ますね。(B)

・実習中に色々あっても、最終カンファレ

ンスで、学生なりに学べている事は褒め

るようにしています。少しでも何かしら

学べている実習だという事を伝えると、

その後の実習も意欲的になると思うの

で・・・。(G)

この概念は、学生へ伝える内容や伝え方を

意識したり、学生なりに学べていることなど、

自信のない学生を尊重するような意図的な

フィードバックで、学生が意欲的になると感

じる概念であった。

≪学生と共にケアして上手くいった所をフ

ィードバックすると、後で活きる≫

・1 週目は、できるだけ学生と一緒にケア

14
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に入って、何を観て何をすると良いかレ

クチャーします。その方が、患者を把握

するには良いと思います。一緒にケアに

入って、上手くいったところは、できる

だけ褒めるようにしてます。その方が、

その後のケアに活かせるような気がしま

すね。(F)

この概念は、指導者は意図的に学生と一緒

にケアに入る機会をつくり、学生のケアで上

手くいったところは褒めることで、学生がそ

の後のケアに活かし意欲的になると感じる

概念であった。

(5)コア以外のカテゴリーを構成する概念

コアカテゴリー以外のカテゴリーの概念

は、主要な具体例を用いてどのように解釈し

たのかを記述する。以下の内容は、≪ ≫概

念、【 】カテゴリーを示す。

コアカテゴリーとの相互作用で指導者自

身の意欲が高まる概念

≪学生と共に 1人の患者と深くかかわるこ

とを楽しみ学生から学ぶと感じる≫は、2

つのコアカテゴリーを、繰り返し実施する

ことで、指導者自身の意欲が高まるような

状態となり、コアカテゴリーとの相互作用

がある概念となっていた。

）更に意欲を高めて中心カテゴリーにつな

がるかかわりのカテゴリー層

a．【学生に看護師として必要な能力を継続的

に育む】を構成する概念

≪学生自身で学び続けられるように学習方

法を見つけられるように導く≫は、指導

者は学生に問いかけた内容の学習理解を

確認し、学生なりの学習法を見出せるよ

うに導く内容を示す概念であった。

≪ケア時の患者の表情を質問することで患

者の反応をみる大切さを知る≫は、指導

者は治療やケアの時の患者の表情を学生

に質問し、患者の思いを考えるように示

唆するかかわりで、学生がケアを実施す

るときに患者の反応をみることの大切さ

を知るような内容を示す概念であった。

≪患者に影響する内容で何の勉強が必要か

わかるように導き、気づく≫は、指導者

は患者に影響する内容で、学生自身に不

足している勉強が何であるのかを気づか

せるようなかかわりを示す概念であった。

≪患者の望む支援を相手から引き出すこと

の重要性を示唆し、気づく≫は、指導者

は患者自身が望むリハビリなど、相手が

望む支援を引き出すことが重要であるこ

とを示唆すると、学生がそれに気づくこ

とを示す概念であった。

b．【教員や指導者以外の看護師など皆で育て

る気持ちで連携する】を構成する概念

≪指導者が介入することで、徐々に患者主体

で考え連携を学び取れるようになる≫は、

実習当初は患者の目標でなく学生自身の

やりたいケアになっており、ケア方法も連

携を意識してない計画であるが、指導者が

介入することで、徐々に患者主体で考え連

携を学び取れるようになるかかわりを示

す概念であった。

≪学生の個別性を考えてかかわるには、教

員と指導者の連携が重要だと思う≫は、

指導者は短期間の指導であり、学生の個

別性を考えてかかわり意欲を高めるため

に働きかけるには、教員との連携が重要

だと思うことを示す概念であった。

≪学生はナースをよく見ている為、直接で

なくても携わり、皆で育てている≫は、

学生はナースの動きをよく見ており、直

接携わっていなくても間接的に携わり、
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皆で育てている事を示す概念であった。

≪実習前に学習目標やレディネスを看護師

に周知する調整で、近づきやすくなる≫

は、指導者は学生の実習が円滑に運び、

学生が多くの看護師から学べるように、

実習前に学習目標やレディネスを周知し

て調整すると、学生が看護師に近づきや

すくなることを示す概念であった。

）学びの意欲を高めようとする最初のかか

わりのカテゴリー層

a．【看護はチームで行う事をグループ内で実
践できるようにかかわる】を構成する概念

≪看護はチームで行う事を学べるようにか

かわり、学生同士で体験できるようになる

≫は、看護はチームで行うからこそ沢山の

人が関わっており、相手のことも考えて発

言し、思いやることの重要性を伝え、看護

師達の情報交換を見せる等、スタッフの一

員のように学生も巻き込み一緒にチーム

で看護しているような気持ちになるよう

に導くと、徐々に学生自身もチームワーク

が発揮できるようになることを示す概念

であった。

≪居場所を提供することで、学生同士で学び

が深まる≫は、指導者は学生同士での自由

な意見交換や学習確認ができる時間の確

保に効果を感じており、意図的にカンファ

レンス室などの居場所を提供すると、カン

ファレンスや記録に深い学びの意見が出

やすいことを示す概念であった。

≪学生の個性を考えてかかわり、グループの

雰囲気が活気づく≫は、指導者は静かだけ

ど良い着眼点や意見をもっている学生が

発言しやすい雰囲気になるようにかかわ

ること等、学生の個性を考えてかかわると、

グループの雰囲気が活気づくことを示す

概念であった。

b．【看護に必要な課題を明確にして具体的な
方法で導く】を構成する概念

≪学生の知識と思考を刺激する質問で、考え

る≫は、指導者は患者の情報・看護に関し

て、何故を多く問いかけるかかわりをする

と、学生は不足の知識や知識の統合につい

て考えることを示す概念であった。

≪少し先の看護を意識させる助言で、気づ

く≫は、指導者は学生が今の看護しか見

えない傾向を理解し、少し先の看護を意

識するような示唆や助言で、学生が少し

先を考えることの重要性に気づくことを

示す概念であった。

≪学生の不足に対して指導者の看護体験を

語り、具体的にイメージできる≫は、指

導者は学生の患者の捉え方や計画に不足

がある時に、類似の看護体験を語り、具

体的にイメージできるように導くと、効

果があることを示す概念であった。

≪ケアの模範を示し、実施できるようにな

る≫は、指導者は受持ち患者のケアの模

範を示し、それを考えさせ学生が実施で

きるように導く概念であった。

c．【指導経験に基づく指導法で導く】を構成

する概念

≪態度が気になる学生にタイムリーに注意

し、行動変化の効果がある≫は、態度が気

になる学生に、その時その場で注意して、

徐々に態度が良くなり行動変化の効果が

あったことを示す概念であった。

≪最初は指摘せずリラックスできる状況づ

くりに努めると、積極的になる≫は、指導

者は実習で学生がリラックスしている状

況だと意欲的であると考え、最初は意図的

に否定や指摘をしないでいると、指導者や
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看護師に積極的に声をかけるようになる

ことを示す概念であった。

≪学生の気になる行動・言動も仲間の前で言

わない配慮で、萎縮しない≫は、指導者は

学生の行動や言動で常識的に気になるよ

うなことがあっても、グループメンバーの

前では指摘しない配慮により、学生は萎縮

せずに行動することを示す概念であった。       

4. 考察

(1) 相互作用の特徴と課題

看護学実習で指導者との相互作用で学生

の学びの意欲が高まる様相の中心の１つは、

【学生の能力を認めてフィードバックす

る】であった。これは、学生の満足度と自

己効力感がパフォーマンスに影響するフィ

ードバックの枠組みの研究で、フィードバ

ックのメッセージが肯定的であるとパフォ

ーマンス向上の可能性が高いこと 19）が示

されており、その内容と一致する状況であ

ると考える。そして、実習でフィードバッ

クする肯定的な内容で特に効果が高いもの

が、学生の気づきや意見を褒めることや、

学生が行った看護の効果を伝えることであ

った。また、フィードバックのタイミング

は状況の直後であるほど学生の満足度と自

己効力に影響を与える可能性が示されてお

り 19）、学生の能力を認めてフィードバック

するタイミングは、指導者が学生の気づき

や意見で良いと感じた時や、学生の看護の

効果を感じた時に即時に行うことが有効で

あった。しかし、フィードバックする内容

によって効果のあるタイミングがあり 20）、

今後は、指導側の判断に一定の法則がある

のかを、追求する必要があると考える。

Anderson et al.によると、メタ認知とは、
自分自身の認知に対する認識と知識である

とされ、自己のメタ認知に働きかける方略

にはメタ認知の軌跡、自己の軌跡、自己の

リフレクション、自己制御等が含まれる 21）

とされている。これらは、学生自身の学習

パターン分析による更なる学習の選定にお

いて重要な能力であるといえる。実習は、

学生が問題解決に取り組む中で、適切に知

的技能を選択し、制御し、更にタスク指向

型の認知的方略を用いることができるよう

に、メタ認知的方略を獲得するプロセスで

あるといえる。Gagné et alはメタ認知的知

識の獲得には 2 つの方法が有効であり、1

つはメタ認知的知識（言語情報にあたる）

を他人とのやりとりで獲得し、それを使う

練習が獲得を促進する 22）という考えであ

る。もう 1つは、多くの問題解決の経験に

よって得られた特定のタスク指向型の方略

を一般化することで、メタ認知がつくられ

ていく 22）というものである。指導者は学

生に≪学生自身で学び続けられるように学

習方法を見つけられるように導く≫や≪患

者に影響する内容で何の勉強が必要かわか

るように導き、気づく≫ことで自己の軌跡

やリフレクションを促しており、≪ケアの

模範を示し、実施できるようになる≫や≪

学生らしい看護を大切にして計画を支援す

ると、肯定的になる≫は、学生が考えた看

護を大切にすることで看護体験を多く積ま

せるように促しており、特定のタスク指向

型の方略を一般化するようなメタ認知の育

成を促していると考える。これは、実習で

指導者と学生の相互作用で学びの意欲が高

まることに関して「メタ認知の育成」が関

与しており、実習においてメタ認知の育成
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が必要である状況である時に、意図的な教

育方略として活用できると考える。

また、【教員や指導者以外の看護師など皆

で育てる気持ちで連携する】カテゴリーは、

伊勢根らの看護学実習指導にたずさわる看

護師の行動に関して、教員や他の看護師との

連携という特徴を持つ行動をとることが示

される内容 9）と一致していた。これは、実

習で学生の目標達成を目指して、学生の計画

した援助をできるだけ進めるためには、指導

者・教員のみならず、全ての病棟の看護師と

協力し合いながら連携して導く環境で、学生

の意欲が高まることを示す内容であると考

える。

そして、指導者は【指導経験に基づく指導

法で導く】カテゴリーの中の概念≪最初は指

摘せずリラックスできる状況づくりに努め

ると、積極的になる≫と≪学生の気になる行

動・言動も仲間の前で言わない配慮で、萎縮

しない≫は、学生との信頼関係を築こうと努

力している行為であると考える。藤本らは、

学生が看護学実習でたずさわる看護師に求

める学生支援の方法の一つに、「意欲向上へ

の支援」がある 23）と述べている。指導者は、

学生個々の状況に合わせた「意欲向上への支

援」として、意図的なかかわりを考えており、

信頼関係を築くことで学生との学習状況・段

階を正確に把握しようとする、教育的なかか

わりであると考える。

指導者は、学びの意欲を高めようとする最

初のかかわりのカテゴリー層の【看護はチー

ムで行う事をグループ内で実践できるよう

にかかわる】、【看護に必要な課題を明確にし

て具体的な方法で導く】、【指導経験に基づく

指導法で導く】ことで、学生の学びの意欲を

高めようとしており、概念には意図的な教授

方略後の学生の反応も含まれていた。また、

指導者の経験知や、指導者講習会受講による

知識やスキルから、比較的すぐに効果や変化

のある方略を意図的に使用していることが

わかった。これは、飛世らの述べる、指導者

が学生の観察や看護実践能力の査定から学

習状況を理解し、その状況に応じて指導する

ことが重要 24）である内容と一致すると考え

る。

構成図の特徴として、各カテゴリーの層お

よびカテゴリー間の双方向性の影響は、学生

の学びが高まる相互作用が生じる様々な役

割・状況に関して相互に影響していた。これ

らの相互の影響は、Bevis の看護教育の新し

いパラダイムにおける教員と学生との相互

作用の基準である、学習経験から意味を引き

出すこと・学生が自分にとって意味のあるよ

うな理解の仕方や思考方法を身につけられ

るように援助すること・問題に対して討議や

疑問を引き出し自主的な発見を促されるこ

と・学習を促進する課題の解決などの行動を

導くような肯定的な環境を提供すること 25）

と一致していた。

(2) 新たな知見と活用方法

実習は体験型授業であり、指導側は看護

学・医学・哲学などの学問・知識を必要とす

る。特に、教育活動に関する教育学は様々な

学習理論が関与しており、Gagné の異なる条

件やレベルの学習を分析する学習階層（認

知・運動・情意の 3 要素属性を持つ学習成果

5 分類の目標行動や評価視点）26）、Bloom や

Krathwohl et al が唱えた認知・情意などの教

育目標分類 27₋28）、Ausubel の説明的な学習方

略 29）、Bruner et alの発見的な学習法 30）、Duffy

et al の学習者自らが探究する機会の提供を

重視した構成主義教育の原理 31）など、多く
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の学問・理論を試行錯誤しながらたずさわっ

ている。しかし、複雑で状況由来の看護学実

習で、様々な学習理論を応用して、学生の学

習意欲を高めるような指導をすることは非

常に困難であることが予測される。

本研究結果は、2019年に学生を対象とし

て筆者が行った研究「看護学実習における指

導者・教員との相互作用で学生の学びの意欲

が高まる様相」12）と比較して、概念 1つ 1

つがすぐに実践可能な方略であり、それらは

看護学生との相互作用による効果が示され

ており、様々な場面にあわせて活用可能性が

高い結果であると考える。また、学生を対象

として行った研究結果には、学生は厳しい指

導をされても、その後に実施できた所を認め

るような何らかのフィードバックで、学びの

意欲が高まること 12）が示されていた。これ

は、今回の研究結果の【学生の能力を認めて

フィードバックする】と一致しており、指導

者・看護学生の双方の立場から、看護学実習

で指導者・教員との相互作用で学生の学びの

意欲が高まることに大きな影響があること

がわかったことが、新たな知見であった。こ

のため、【学生の能力を認めてフィードバッ

クする】の具体的な方略として、≪患者から

聞いた良い意見を学生にフィードバックす

ると、喜び意欲がわく≫、≪ケアに必死な学

生のかわりに患者の反応を伝えると、喜び意

欲がわく≫、≪学生の看護の効果をカルテに

記載すると、認められたと感じて意欲がわく

≫、≪学生の視点だから気づいた点を率直に

伝えると、学生の自信につながる≫、≪学生

へ伝える情報や伝え方を意識してフィード

バックすると、意欲がわく≫、≪学生と共に

ケアして上手くいった所をフィードバック

すると、後で活きる≫は、指導者・看護学生

の双方からの相互作用の効果が高い具体的

な教授方略として活用できる可能性がある

と考える。

また、学生を対象として行った研究 12）の

結果から、中心の概念である「認める・丁寧・

対話」が重要であったため、用語の概念を分

析した筆者の研究 16）では、指導側が学生の

実際の状況に沿って「頑張りや成長・行動や

変化・できたこと」を認める何らかのサイン

を、意図的に学生の刺激となるように表出で

きているかという内容 16）が、看護学生の学

びの意欲が高まる可能性がある教授方略で

ある示唆を得た。これは、今回の研究結果の

2つのコアカテゴリー【学生の能力を認めて

フィードバックする】と【学生の看護を尊重

し認める】と一致しており、2つのコアカテ

ゴリーの 9概念は指導者が「頑張りや成長・

行動や変化・できたこと」を認める内容が多

く、9概念を具体的な方略として意図的に使

用することで、相互作用で学生の学びの意欲

が高まる可能性がある教授方略として、活用

できる可能性があると考える。

安酸は「経験型実習教育」の中で、円滑

な連携を目指し実習調整の具体的な方法の

視点をいくつか述べている 2）。この理由と

して、実習における人的環境への働きかけ

は公式化されたものがほとんどないため、

調整には多大なエネルギーを要する 2）とも

述べている。本研究結果の指導者のかかわ

りの多くは、看護師や看護チーム・学生と

仲間の学生・患者とその家族などの人的環

境の調整と、それに関係する部屋の用意な

どの物的環境調整の内容の概念も多い状況

であった。このため、人的・物的環境調整

に対する目安として活用できる可能性があ

ることが予測される。
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5. 今後の課題

本研究結果は、8 名の指導者の体験であ

るため、対象者の実習場の環境や指導体制

の相違に対応しうるものでない可能性があ

ることが本研究の限界であり、具体的な助

言の時期・目安・内容が、類似した対象や

環境で実践化される検証が必要であると考

える。今後、この限界を補う手法として、

創出された概念を広く研究的に検討するこ

とも重要であると考える。

6. 結論

本研究結果は、学生を対象として筆者が行

った研究 12）と比較して、概念 1つ 1つがす

ぐに実践可能な方略であり、それらは看護学

生の相互作用による効果が示されており、

様々な場面にあわせて活用の可能性が高い

結果であった。このため、具体的な方略とし

て学生の状況にあわせて意図的に使用する

ことで、相互作用で学びの意欲が高まる教授

方略となる。また、学生を対象として行った

研究結果 12）の中心と、今回の指導者を対象

として行った研究結果の中心で一致してい

る結果があり、それが指導者・看護学生の双

方の立場から相互作用で学生の学びの意欲

が高まることに大きな影響があることがわ

かった。これは、学生のニーズが反映されて

おり、相互作用が生じる可能性が高い教授方

略になる可能性が高いと考える。

看護学実習で指導者との相互作用で学生

の学びの意欲が高まる現象は、以下の 点の

内容が、結論として導かれた。

1）看護学実習で指導者との相互作用で学生

の学びの意欲が高まる現象の中心は、【学

生の能力を認めてフィードバックする】

と【学生の看護を尊重し認める】という

2つのコアカテゴリーの内容であった。

2）【学生の能力を認めてフィードバックす

る】と【学生の看護を尊重し認める】こ

との概念を具体的な方略として、学生の

状況にあわせて意図的に使用することで、

相互作用で学びの意欲が高まる教授方略

となる。

3) 実習においてメタ認知の育成が必要で

ある状況の時に、自己の軌跡やリフレク

ションを促す意図的な教授方略や、看護

体験を多く積ませるように促す方略とし

て活用できる可能性がある。

4) 指導者が、学生の学びの意欲を高めよう

とする最初のかかわりのカテゴリー層は、

指導者の経験知や、指導者講習会受講に

よる知識やスキルから、比較的すぐに効

果や変化のある方略を意図的に使用して

いることがわかった。
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Aspects of Students’ Motivation Increased by Learning Through Interactions  

with Clinical Instructors During Nursing Clinical Practicum 
–Focusing on Clinical Instructors’ Involvement – 

 

Yukiko Suzuki , Tomoko Manabe 

 

 

Abstract 

Purpose：This study aimed to clarify the process by which students are motivated to learn 

interactively with each other in nursing practice by focusing on clinical instructors’teaching 

practices. 

Methods：We interviewed 8 nurses with more than 3 years of practical training experience at a 4-year 

nursing university, and analyzed the data according to the modified grounded theory approach. 

Results：The process of motivating nursing students to learn interactively with instructors in clinical 

training comprised 7 categories and 1 concept. Of these, two categories had a great impact on 

learning motivation: positive feedback recognizing students’ abilities and respecting students and 

their nursing. 

Conclusion：Through intentional use of the concepts of the two core categories, which are central 

aspects, as a concrete strategy in accordance with each student’s situation, these concepts become 

educational strategies that increase students’ motivation to learn through interaction with clinical 

instructors during the nursing clinical practicum. 
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